
関
野
貞
（
一
八
六
七—

一
九
三
五
）
は
、
日

本
の
近
代
的
文
化
財
制
度
の
立
ち
上
げ
と

そ
の
後
の
運
営
に
深
く
関
わ
り
、
建
築
史

学
、
美
術
史
学
、
考
古
学
、
歴
史
学
に
ま

た
が
る
広
い
研
究
領
域
を
開
拓
し
た
。

本
書
は
、
関
野
貞
の
学
生
時
代
の
明
治

二
十
四
年
か
ら
、
逝
去
し
た
昭
和
十
年
ま

で
、
ほ
ぼ
四
十
四
年
間
に
わ
た
る
日
記
、

日
録
、
調
査
記
録
を
集
成
・
翻
刻
。

明
治
中
期
か
ら
本
格
化
し
た
、
日
本
の
文

化
財
保
護
行
政
と
関
連
諸
学
の
研
究
活
動

の
動
き
を
具
体
的
に
辿
る
こ
と
の
で
き
る
、

第
一
級
の
史
料
で
あ
る
。

収
録
日
記

●
世
路
之
栞
（
明
治
二
十
四
年
～
二
十
五
年
）

関
野
貞
の
第
一
高
等
中
学
校
時
代
お
よ
び
帝
国
大
学
工
科
大
学
の
学
生
時
代
の
日
記
。
私
的
な
日
常

生
活
に
関
わ
る
記
事
﹆
ま
た
出
身
地
高
田
の
関
係
者
と
の
行
き
来
も
多
く
記
さ
れ
て
い
る
。

●
東
京
地
震
調
査
報
告
記
録
（
明
治
二
十
七
年
）

帝
国
大
学
工
科
大
学
二
年
に
在
籍
中
の
明
治
二
十
七
六
月
二
十
日
に
起
き
た
﹁
東
京
地
震
﹂
の
調
査

記
録
。
造
家
学
科
教
授
中
村
達
太
郎
に
引
率
さ
れ
調
査
に
従
事
。

●
庄
内
地
震
調
査
報
告
記
録
（
明
治
二
十
七
年
）

明
治
二
十
七
年
十
月
二
十
二
日
に
起
き
た
﹁
庄
内
地
震
﹂
の
調
査
記
録
。
実
施
行
程
で
見
聞
し
た
さ

ま
ざ
ま
な
こ
と
を
記
録
す
る
と
い
う
方
法
は
﹆
後
の
旅
行
記
に
通
じ
る
。
被
害
状
況
を
示
す
関
野
貞

自
身
に
よ
る
ス
ケ
ッ
チ
14
点
を
収
録
。

●
世
路
之
志
保
里
（
明
治
三
十
年
～
三
十
一
年
） 

関
野
は
﹆
明
治
二
十
九
年
十
二
月
に
古
社
寺
修
理
工
事
監
督
と
し
て
奈
良
県
に
赴
任
し
﹆
古
社
寺
保

存
委
員
﹆
明
治
三
十
年
六
月
に
は
奈
良
県
技
師
に
任
命
さ
れ
て
奈
良
で
活
躍
。
日
本
の
文
化
財
行
政

が
形
成
さ
れ
つ
つ
あ
り
﹆
そ
の
中
で
関
野
も
自
ら
の
学
問
を
形
成
し
て
い
く
﹆
重
要
な
時
期
の
記
録
。

●
当
用
日
記
（
明
治
三
十
二
﹆三
十
四
﹆三
十
五
﹆三
十
八
﹆三
十
九
年
） 

前
半
は
奈
良
県
技
師
時
代
の
記
録
。
明
治
三
十
四
年
九
月
に
東
京
帝
国
大
学
工
科
大
学
助
教
授
に
任

じ
ら
れ
て
東
京
に
戻
る
。
明
治
三
十
五
年
六
月
に
は
初
め
て
の
朝
鮮
調
査
旅
行
に
出
発
し
﹆
そ
の
際

の
詳
細
な
記
録
を
含
む
。
こ
の
調
査
旅
行
は
﹆
そ
の
後
に
関
野
が
展
開
す
る
東
ア
ジ
ア
文
化
財
研
究

の
嚆
矢
を
な
す
。
調
査
ス
ケ
ッ
チ
﹆
奈
良
の
風
俗
ス
ケ
ッ
チ
を
含
む
。

●
中
国
旅
行
日
記
（
明
治
三
十
九
年
）

明
治
三
十
九
年
か
ら
翌
年
に
か
け
て
の
関
野
貞
の
最
初
の
中
国
調
査
旅
行
の
記
録
。
初
め
て
の
中
国

旅
行
で
風
俗
が
印
象
的
で
あ
っ
た
よ
う
で
﹆
ス
ケ
ッ
チ
が
多
数
含
ま
れ
て
い
る
。
そ
の
多
く
を
収
録

し
た
。

●
当
用
日
記
（
明
治
四
十
二
～
四
十
四
年
） 

市
販
さ
れ
た
日
記
帳
に
記
さ
れ
た
。
明
治
四
十
四
年
当
用
日
記
の
末
尾
に
は
﹆
東
京
帝
国
大
学
文
科

大
学
で
の
関
野
の
講
義
で
配
布
さ
れ
た
と
伝
え
ら
れ
て
い
る
自
筆
の
仏
像
ス
ケ
ッ
チ
十
六
葉
を
収
録
。

●
遊
西
日
記
（
大
正
七
年
～
九
年
）

朝
鮮
﹆
中
国
﹆
イ
ン
ド
﹆
エ
ジ
プ
ト
﹆
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
﹆
ア
メ
リ
カ
を
巡
る
二
年
三
ヵ
月
余
り
の
大
旅

行
。
中
国
に
は
約
八
ヵ
月
滞
在
し
﹆
天
龍
山
の
本
格
的
調
査
を
行
い
﹆
そ
の
発
見
者
と
し
て
名
を
残

す
。
ま
た
イ
ン
ド
に
四
ヵ
月
半
﹆
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
に
十
一
ヵ
月
﹆
ア
メ
リ
カ
に
一
ヵ
月
滞
在
。
ス
ケ
ッ
チ
﹆

写
真
も
収
録
。

●
日
録
（
大
正
三
年
～
六
年
）（
大
正
九
年
～
十
五
年
）（
昭
和
二
年
～
十
年
）

関
野
の
後
半
生
の
活
動
記
録
。
大
正
三
年
か
ら
逝
去
す
る
昭
和
十
年
七
月
ま
で
﹆
継
続
的
に
つ
け
ら

れ
て
い
る
。
記
事
の
内
容
は
﹆
出
勤
場
所
﹆
旅
行
日
程
﹆
出
席
の
会
議
﹆
講
演
﹆
世
の
中
の
出
来
事

な
ど
。
一
日
に
つ
き
一
行
～
数
行
で
記
さ
れ
て
い
る
。

上
製
本
・
函
入
り
（
A
５
判
上
製
函
入　

本
文
八
四
四
頁　

口
絵
四
頁
）

定
価　

一
九
、九
五
〇
円
（
本
体
一
九
、〇
〇
〇
円
＋
税
）

IS
B

N
978-4-8055-0586-1 C

3020　

編　

集
：
関
野
貞
研
究
会

�

　
　
　
　
藤
井
恵
介
（
東
京
大
学
准
教
授
）・
早
乙
女
雅
博
（
東
京
大
学
准
教
授
）・

　
　
　
　
角
田
真
弓
（
東
京
大
学
技
術
専
門
職
員
）・
大
西
純
子
（
東
京
藝
術
大
学
非
常
勤
講
師
）・

　
　
　
　
吉
川
　
聡
（
奈
良
文
化
財
研
究
所
歴
史
研
究
室
長
）
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明治三十九年

半
位
、
瓦
床
、
堊
壁
、
丸
太
棰
、

席
ノ
裏
板
、
不
潔
ニ
シ
テ
床
上

湿
気
ヲ
帯
フ
レ
ト
モ
、
天
井
高

ク
比
較
的
広
ク
寝
台
ナ
ル
ニ
ヨ

リ
、
朝
鮮
旅
舎
ノ
矮
陋
ノ
比
ニ

ア
ラ
ス
。
食
物
ノ
如
キ
亦
頗
口

ニ
適
フ
、
パ
ン
ハ
頗
美
ナ
レ
ト

モ
飯
ハ
甚
粗
悪
ナ
リ
。

三
日
　
晴
　
大
演
習
ニ
テ
目
下
兵
員
差
遣
中
ノ
ヨ
シ
ニ
テ
、
朝
十
時

迄
ニ
準
備
ス
ヘ
キ
筈
ノ
馬
車
得
ル
ノ
道
ナ
シ
ト
テ
明
朝
早
発
。
二

日
間
ニ
テ
鞏
縣
ニ
着
ス
ヘ
ク
、
一
輌
ニ
付
金
七
両
ヲ
請
求
ス
。
其

価
ノ
無
法
ナ
ル
ト
、
日
限
ノ
信
頼
シ
難
キ
ヲ
以
テ
、
塚
本
氏
ト
辻

岡
氏
ヲ
伴
ヒ
知
県
ヲ
訪
ヒ
車
ノ
周
旋
ヲ
依
頼
ス
。
城
内
道
路
泥
寧
、

泥
溝
ノ
如
シ
。
三
元
宮
ヲ
見
、
帰
寓
。
午
後
四
時
頃
知
県
ヨ
リ
轎

車
四
輌
ヲ
周
旋
セ
シ
旨
通
知
シ
来
ル
。
当
地
ニ
テ
ハ
銅
貨
ハ
開
封

府
ニ
テ
鋳
造
セ
シ
者
︵
中
央
ニ
汴
ノ
字
ア
リ
︶、
又
河
南
省
造
ノ
銘
ア

ル
者
ニ
ア
ラ
ザ
レ
ハ
通
用
セ
ス
︵
他
省
ノ
者
ナ
レ
ハ
七
割
︶。
又
銀
貨

モ
河
南
省
ノ
者
ナ
ラ
サ
レ
ハ
同
様
通
用
セ
ス
。
其
不
便
驚
ク
ヘ
シ
。

〔
図
2
〕

○
旅
舎
ノ
客
ニ
生
後
十
月
許
ノ
小
児
ヲ
携
フ
ル
者
ア
リ
、
頗
愛
ラ
シ
。

何
カ
オ
シ
ャ
ブ
リ
ノ
如
キ
者
ヲ
連
リ
ニ
チ
ュ
ー
〳
〵
吸
ヒ
居
ル
故
、

　
　
鉄
路
ノ
左
ニ
塔
ヲ
見
ル
。
中
央
ニ
大
ナ
ル
者
ア
リ
、
之
ニ
次
ク

者
六
、七
、
稍
小
ナ
ル
者
十
四
、五
之
ヲ
囲
繞
ス
、
更
ニ
小
塔
ハ
多

数
ア
リ
。
邯
鄲
、
磁
州
ヲ
過
キ
テ
彰
徳
府
ニ
至
ル
。
左
ニ
大
ナ
ル

三
重
塔
ヲ
見
ル
。
彰
徳
府
ノ
付
近
鄴

城
ハ
即
古
ノ
曹
操
ノ
銅
雀
台
ヲ
率
キ

シ
︵
鄴
都
︶
ナ
リ
、
湯
陰
︵
羑
里
︶︵
岳

飛
故
里
廟
ア
リ
︶、
淇
州
︵
古
朝
歌
ノ
地
即

殷
ノ
都
︶
ヲ
経
テ
衛
輝
府
ニ
至
ル
。
其

付
近
即
チ
︵
牧
野
︶
ナ
リ
。
次
、
新
郷

フ〘
プ
〙ラ
ッ
ト
フ
ォ
ー
ム
泥
濘
田
ヲ
コ
ネ
タ

ル
カ
如
シ
。
高
官
ノ
来
リ
シ
者
カ
見
ル

者
堵
ノ
如
シ
、
馬
車
ノ
前
後
ニ
板
面
ニ

右
ニ
廻
避
左
ニ
粛
清
ト
書
セ
ル
者
ヲ
捧

ケ
、
又
高
キ
繖
︵
赤
色
ノ
︶
及
軍
配
ノ

如
キ
大
ナ
ル
日
遮
ナ
ル
へ
シ
携
ヘ
テ
随

行
、
奇
異
ノ
状
噴
飯
ス
ヘ
シ
。
新
郷
ニ

ハ
︵
湯
王
、
徽
子
廟
︶
ア
リ
。
淇
ヨ
リ

以
南
右
ニ
大
行
山
ヲ
見
ル
、
即
殷
紂
ノ

都
大
行
ヲ
右
ニ
ス
ル
者
是
レ
ナ
リ
。
午

後
五
時
黄
河
ノ
岸
ニ
至
ル
。
黄
河
ノ
鉄

橋
通
過
ノ
時
間
ハ
、
午
後
五
時
十
三

分
十
五
秒
ヨ
リ
二
十
二
分
二
十
九
秒
ニ
至
ル
迄
九
分
十
四
秒
ヲ
費

ス
。
河
ノ
幅
ハ
二
十
五
、六
町
乃
至
廿
七
、八
町
ア
ル
ヘ
ク
先
一
万

尺
許
ナ
リ
。
濁
流
滔
々
ト
シ
テ
赤
キ
波
ヲ
翻
ス
、
極
メ
テ
壮
観
ナ

リ
。
河
ヲ
過
キ
直
ニ
小
隧
道
ニ
入
ル
、
之
ヨ
リ
以
南
山
腹
往
々
穴

居
ノ
民
ヲ
観
ル
。
又
村
舎
ハ
大
抵
茅
屋
、
土
壁
ニ
シ
テ
瓦
ヲ
用
フ

ル
者
稀
レ
ナ
リ
。
午
後
六
時
半
頃
鄭
州
ニ
達
シ
、
車
站
前
ノ
一
旅

舎
ニ
投
ス
。
其
間
道
路
泥
寧
靴
ヲ
没
ス
。
客
室
ハ
二
間
半
ニ
三
間

図 2

図 1
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世路之栞（明治 24年～ 25年）
東京地震調査報告記録・庄内地震調査報告記録（明治 27年）
世路之志保里（明治 30年～ 31年）
当用日記（明治 32年、34年、35年、38年、39年）
中国旅行日記（明治 39年）
当用日記（明治 42年～ 44年）
日録（大正 3年～ 6年）
遊西日記（大正 7年～ 9年）
日録（大正 9年～ 15年）
日録（昭和 2年～ 10年）

編注

解説
　　1� 書誌と内容（藤井恵介・吉川聡）
　　2� 関野貞と高田の地縁（角田真弓）
　　3� 奈良県における古社寺保存と関野貞（清水重敦）
　　4� 日記からみる文化財保護行政と調査方法（角田真弓）
　　5� 関野貞と朝鮮古蹟調査（早乙女雅博）
　　6� 中国旅行の日記について（大西純子）
　　7� 関野貞のインド旅行（藤井恵介）
　　8� 関野貞が見た西洋の建築（角田真弓）
　　9� 「遊西日記」欧米にて（大西純子）

関野家家系図

索引

〈本書の特色〉

■ 関野貞が学生時代の明治中期から、大正、昭和 10 年まで
の日記・日録を忠実に翻刻。研究の進捗状況、文化財の
調査出張、関係会議出席状況などが克明に記されており、
当時の建築界の動向も垣間見える。それぞれの時代の近代
の研究者の姿や社会的な立場の活動が明らかにされる。

■ 日本、朝鮮、中国における文化財調査、保護政策の発生か
ら、発展過程が明らかになり、現在の各種の研究に有力な
情報を提供。

■ 朝鮮半島、中国、インド、西欧ヘの出張は単独で旅行日記
としてまとめられ、そこでの調査・研究、現地における遺
跡、建築などの同時代の状況が記されている。

■関野自身の手による巧みなスケッチ、写真を多数収録。

■ それぞれの日記の体裁や、関野貞の各時代の研究・行政活
動を紹介する、編者らによる 9 つの解説を含む。

■ 日記に登場する当時の建築界をはじめ、各界で活躍する人
名、学会、組織名などについて簡潔な注で紹介。

関野貞（せきの ただし）略歴

1867年（慶応   3） 越後国（新潟県）高田に高田藩士関野
峻節の二男として生まれる

1892年（明治 25） 帝国大学工科大学造家学科入学
1895年（明治 28） 帝国大学工科大学造家学科卒業　日本

銀行の設計に従事し、東京美術学校で
教鞭をとる

1896年（明治 29） 奈良県へ赴任、奈良県技師として古建
築の修理実務、古建築の調査に従事

1901年（明治 34） 東京帝国大学工科大学建築学科助教授
1903年（明治 36） 内務技師（後に文部技師）を兼務し、

古社寺保存法の運用を担当
1908年（明治 41） 工学博士
1917年（大正   6） フランス国学士院より「スタニスラス・

ジュリアン賞」を受賞
1920年（大正   9） 東京帝国大学工科大学建築学科教授
1928年（昭和   3） 東京帝国大学退任後東方文化学院東京

研究所研究員として中国建築の調査研
究に従事

1935年（昭和 10） 7月、急性骨髄性白血病のために逝去
 （享年 69歳）

「庄内地震調査報告記録」より

「遊西日記」より

長崎県福済寺修理工事現場　左が関野貞


